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▼
は
じ
め
に

本
コ
ラ
ム
〝
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
〟

で
は
、
「
安
全
な
国
産
グ
リ

ー
ン
社
会
」
を
発
信
し
て
き

た
。
こ
の
う
ち
〝
Ｇ
Ｓ
〟
は

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
を
意
味

す
る
が
、
そ
れ
は
具
体
的
に

は
、
何
を
示
し
て
い
る
の

か
？日

本
政
府
は
、
「
グ
リ
ー

ン
社
会
の
実
現
」
の
説
明
と

し
て
、
「
グ
リ
ー
ン
社
会
」

に
つ
い
て
無
定
義
の
ま
ま
、

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
を
宣
言
し
た
。

も
は
や
環
境
対
策
は
経
済
の

制
約
で
は
な
く
社
会
経
済
を

大
き
く
変
革
し
、
投
資
を
促

し
、
生
産
性
を
向
上
さ
せ
、

産
業
構
造
の
大
転
換
と
力
強

い
成
長
を
生
み
出
す
、
そ
の

鍵
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
は
、
政
府
が
環
境
投
資
で

大
胆
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。」
と
述
べ
て
い
る
。

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
と
い

う
言
葉
は
、
聞
こ
え
は
い
い

が
明
確
で
は
な
い
。
そ
こ

で
、
以
下
、
こ
の
言
葉
に
つ

い
て
、
私
論
を
述
べ
た
い
。

 

▼
持
続
可
能
革
命
の
起
源

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
同

は
、「
環
境
と
開
発
に
関
す

る
世
界
委
員
会
」（
委
員

長

：

ブ
ル
ン
ト
ラ
ン
ト
・
ノ

ル
ウ
ェ
ー
首
相
〈
当
時
〉）

に
よ
る
報
告
書
〝Our Comm

on 
Future

〟
が
発
表
さ
れ

た
。
そ
れ
で
は
、「
将
来
の

世
代
の
欲
求
を
満
た
し
つ

つ
、
現
在
の
世
代
の
欲
求
も

満
足
さ
せ
る
よ
う
な
開
発
」

と
い
う
概
念
。
そ
し
て
、
環

境
と
開
発
が
共
存
し
得
る
も

の
と
し
て
、
環
境
保
全
を
考

慮
し
た
節
度
あ
る
開
発
の
重

要
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い

る
。
こ
う
し
て
１
９
７
０
年

代
に
は
、「
エ
コ
シ
ス
テ

ム
」
に
つ
い
て
の
新
機
軸
を

生
み
出
し
た
。

 

▼
産
業
革
命

 

ｖ
ｓ
持
続
可
能
革
命

産
業
革
命
は
、
18
世
紀
半

ば
か
ら
19
世
紀
半
ば
に
イ
ギ

リ
ス
で
行
わ
れ
た
。
ジ
ェ
ー

ム
ス
・
ワ
ッ
ト
の
１
７
６
９

年
の
蒸
気
機
関
の
登
場
が
、

火
付
け
役
と
な
り
、
農
業
や

手
工
業
か
ら
機
械
工
業
へ
と

大
転
換
し
、
大
き
な
変
革
が

起
こ
っ
た
。
す
な
わ
ち
産
業

革
命
＝
社
会
革
命
と
な
っ

た
。
そ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
か

ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
、
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
へ
と
伝
播
し
た
。

そ
の
結
果
、
社
会
気
運
や

人
間
の
生
き
方
や
慣
習
も
変

化
し
た
。
質
的
な
転
換
も
行

わ
れ
、
現
在
ま
で
第
６
次
と

も
第
７
次
と
も
い
わ
れ
る
産

も
掲
げ
て
い
る
Ｄ
の
Ｄ
ｏ
ｍ

ｅ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
と
合
致
し
、
個

の
理
解
と
尊
重
、
そ
し
て
個

の
違
い
に
寛
容
と
な
る
こ
と

で
も
あ
る
。
そ
れ
は
先
進
国

工
業
国
の
人
々
も
、
開
発
途

上
国
の
立
場
や
状
況
に
つ
い

て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
れ
が
で
き
る
か
否

か
に
係
わ
っ
て
い
る
。

慣
れ
親
し
ん
で
き
た
現
実

社
会
か
ら
、
あ
る
べ
き
社
会

へ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
志

向
と
す
る
に
は
、
つ
よ
い
動

機
づ
け
が
必
要
に
な
る
と
い

え
る
。
筆
者
は
、「
持
続
可
能

社
会
」、
さ
ら
に
「
グ
リ
ー
ン

社
会
」
の
デ
ザ
イ
ン
の
た
め

に
、
次
の
頭
文
字
に
Ｅ
を
持

つ
四
つ
の
キ
ー
ワ
イ
ド
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

㈠ Ecology / Environm
e

nt ㈡ Econom
y / Em

ploym
ent㈢ Em

pathy / Education

㈣ Eco-ethica / Equality

こ
こ
で
㈠
は
自
明
で
あ
る

が
、
㈡
は
途
上
国
と
先
進
国

の
両
方
で
大
い
に
関
心
を
持

つ
キ
ー
ワ
ー
ド
。
経
済
や
資

本
の
大
小
で
の
対
立
や
不
均

衡
を
是
正
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
㈢
と
㈣
は
個
の
違
い

を
理
解
し
、
尊
重
す
る
基
い

で
あ
る
。
㈢
の
エ
ン
パ
シ
ー

は
教
育
や
体
験
を
通
し
て
理

解
で
き
る
。
㈣
は
、
哲
学
や

倫
理
に
根
ざ
し
た
平
等
に
対

す
る
理
解
で
あ
る
。

「
エ
コ
エ
テ
ィ
カ
」
と
は

科
学
技
術
が
進
歩
し
環
境
と

な
っ
た
現
代
に
お
い
て
必
要

な
集
団
に
対
す
る
倫
理
観
で

あ
る
。「
グ
リ
ー
ン
社
会
」

で
は
、
と
り
わ
け
必
須
な
社

会
常
識
と
な
る
の
で
あ
る
。

【
続
く
】

≪ストックフォルム会議「人間環境宣言」（抜粋）≫
①人は環境の創造物であると同時に、環境の形成者である。

②人間環境を保護し、改善させることは、世界中の人々の福祉と

経済発展に影響を及ぼす主要な課題である。

③人は、絶えず経験を生かし、発見、発明、創造及び進歩を続け

なければならない。

④開発途上国では、環境問題の大部分が低開発から生じている。

⑤社会の進歩を推し進め、社会の富を作り出し、科学技術を発達

させ、労働の努力を通じて人間環境を常に変えてゆくのは人間

そのものである。

⑥環境の質の向上と良い生活の創造のための展望は広く開けてい

る。いま必要なものは、熱烈ではあるが冷静な精神と、強烈で

はあるが秩序だった作業である。

⑦国連人間環境会議は、各国政府と国民に対し、人類とその子孫

のため、人間環境の保全と改善を目指して、共通の努力をする

ことを要請する。

ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、

「
人
間
環
境
宣
言
」
が
つ

く
ら
れ
た
（
上
掲
）。
開

発
途
上
国
で
の
開
発
へ
の

配
慮
が
書
き
込
ま
れ
て
い

る
。そ

の
精
神
は
、
１
０
年

後
の
ナ
イ
ロ
ビ
の
国
連
環

境
会
議
（
１
９
８
２
年
）、

２
０
年
後
の
リ
オ
デ
ジ
ャ

ネ
イ
ロ
で
国
連
環
境
開
発

会
議
（
地
球
サ
ミ
ッ
ト
、

１
９
９
２
年
）
な
ど
の
環

境
会
議
に
引
き
受
け
ら
れ

て
き
た
。
開
催
日
の
６
月

５
日
は
、
世
界
的
に
「
環

境
の
日
」
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
６
月
は
、「
環

境
月
間
」と
さ
れ
て
い
る
。

次
に
１
９
８
７
年
に

業
革
命
（
社
会
革
命
）
が
進

行
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

起
源
と
な
っ
た
18
世
紀
の
石

炭
蒸
気
に
よ
る
第
１
次
産
業

革
命
、
19
世
紀
の
石
油
電
気

に
よ
る
第
２
次
産
業
革
命
、

20
世
紀
後
半
か
ら
の
大
型
計

算
機
と
連
携
し
た
マ
ス
プ
ロ

ダ
ク
シ
ョ
ン
に
よ
る
第
３
次

産
業
革
命
、
21
世
紀
初
頭
か

ら
の
Ｐ
Ｃ
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
）
に
よ
る
第
４

次
産
業
革
命
と
進
ん
で
き
た
。

現
在
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
第
５
次
産
業
革
命
、

そ
し
て
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
が

登
場
し
た
第
６
次
産
業
革
命
、

さ
ら
に
対
話
型
Ａ
Ｉ
に
よ
る

日
常
生
活
に
変
革
（
革
命
）

が
起
き
て
い
る
。

第
１
次
～
第
４
次
産
業
革

命
は
歴
史
的
な
体
験
済
の
産

業
革
命
で
あ
っ
た
。
特
に
第

３
次
産
業
革
命
は
、
発
展
拡

大
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
こ
の

間
に
覇
権
争
い
や
戦
争
が
起

き
、
地
球
温
暖
化
や
気
象
変

令和7年度の環境の日（6月5日）＆
環境月間（6月）のポスター

太陽光発電＋V2H蓄電システム＋BEV軽トラ
ックの使用イメージ（提供：エリーパワー）

BEV軽トラック（提供：エリーパワー）
駆動用バッテリーに採用された
定置用大型リチウムイオン電池

「HYバッテリーＬシリーズ」（提
供：エリーパワー）

動
な
ど
が
起
こ
っ
た
。

以
上
の
段
階
的
な
革
命

は
、
人
間
主
導
の
社
会
的
か

つ
地
球
的
変
革
や
影
響
を
つ

く
り
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
り

人
間
は
、
あ
る
局
面
で
自
制

し
、
修
正
と
反
省
す
べ
き
こ

と
も
経
験
し
た
。

税
革
命
な
ど
、
地
政
学
と
地

経
学
的
緊
迫
感
が
、
グ
ロ
ー

バ
ル
に
環
境
と
平
和
を
守
る

べ
き
状
況
を
怪
し
く
し
て
い

る
。が

、
そ
う
し
た
状
況
か
ら

脱
出
し
、
目
標
と
す
る
「
持

続
可
能
社
会
」
や
「
グ
リ
ー

ン
社
会
」
を
手
に
す
る
に
は

何
を
為
す
べ
き
か
が
問
わ
れ

て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
１
９

７
２
年
の
ス
ト
ッ
ク
フ
ォ
ル

ム
会
議
で
の
「
人
間
環
境
宣

言
」
や
、
１
９
８
７
年
の
ブ

ル
ン
ト
ラ
ン
ト
報
告
書
の
精

神
は
崇
高
な
指
針
と
な
り
得

る
。
い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い

る
の
は
、
こ
う
し
た
公
の
指

針
を
学
び
、
国
家
も
市
民
も

行
動
を
と
ら
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

 

▼
ま
と
め

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
形

成
に
は
、
個
や
個
性
を
尊
重

す
る
こ
と
も
係
わ
る
。
そ
れ

は
、
本
コ
ラ
ム
Ｓ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
で

 

▼
グ
リ
ー
ン
社
会

 

に
向
け
て

い
ま
、
私
た
ち
は

２
０
２
５
年
の
経
済

年
度
を
迎
え
て
い
る

が
、
世
界
情
勢
は
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
イ

ス
ラ
エ
ル
と
ハ
マ
ス

の
闘
争
、
米
中
の
経

済
対
立
、
ロ
シ
ア
の

同
盟
化
、
さ
ら
に
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
関

意
語
と
し
て
は
「
持
続
可
能

社
会
」
が
あ
る
。
英
語
で
は

〝Sustainable Society

〟

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
社
会
革

命
や
社
会
運
動
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
、
ま
だ
、
未
完
で
は

あ

る

が
、〝Sustainable　

Revolution

〟
に
よ
り
形
成

さ
れ
る
の
で
「
持
続
可
能
革

命
」
と
も
い
わ
れ
る
。
そ
の

概
念
は
、
１
９
７
０
年
代
に

始
ま
る
。

起
源
と
な
っ
た
の
は
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
フ

ォ
ル
ム
で
、
１
９
７
２
年
に

開
催
さ
れ
た
「
ス
ト
ッ
ク
フ

ォ
ル
ム
会
議
（
国
連
人
間
環

境
会
議
）」
で
あ
る
。「
か
け

が
え
の
な
い
地
球
（Only 

One Earth

）」
が
ス
ロ
ー
ガ

ス
ズ
キ
軽
ト
ラ
を
コ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン

太
陽
光
発
電
電
力
の
Ｅ
Ｖ
充
電
・

「
動
く
蓄
電
池
」活
用
実
証
実
施
へ

キユーピーが
2025年までに

国内10事業所で
実質再エネ電気

100%達成へ

エ
リ
ー
パ
ワ
ー

エ
リ
ー
パ
ワ
ー
（
東
京
都

品
川
区
）
は
、
ス
ズ
キ
（
静

岡
県
浜
松
市
）
が
取
り
組
む

Ｂ
Ｅ
Ｖ
（
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ 

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｉ
ｃ 

Ｖ
ｅ

ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
）
軽
ト
ラ
ッ
ク

の
実
証
実
験
に
、
パ
ー
ト
ナ

ー
企
業
と
し
て
参
加
す
る
。

同
実
証
は
、
ス
ズ
キ
が
農

業
を
営
む
ユ
ー
ザ
ー
に
、
軽

ト
ラ
ッ
ク
「
キ
ャ
リ
イ
」
を

ベ
ー
ス
に
製
作
し
た
電
気
自

動
車
と
Ｖ
２
Ｈ
機
能
を
搭
載

し
た
蓄
電
シ
ス
テ
ム
を
一
定

期
間
貸
し
出
し
、
使
用
し
て

も
ら
う
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
潜
在
需
要
の
検
証
、
Ｂ

池
と
し
て
使
用
で
き
る
た
め
、

駐
車
時
間
も
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
１

回
の
走
行
距
離
も
長
く
な
い

こ
と
か
ら
、
駆
動
用
と
し
て

定
置
用
バ
ッ
テ
リ
ー
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、「
動
く
蓄

ム
イ
オ
ン
電
池
「
Ｈ
Ｙ
バ
ッ

テ
リ
ー
Ｌ
シ
リ
ー
ズ
」
を
、

Ｖ
２
Ｈ
蓄
電
シ
ス
テ
ム
に

「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

ｉ
Ｅ 

Ｃ
ｏ

ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
（
パ
ワ
ー
イ

エ
・
コ
ネ
ク
ト
）」
を
提
供
。

通
常
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
搭
載
さ
れ

る
バ
ッ
テ
リ
ー
は
週
１
回
程

度
の
充
電
頻
度
を
想
定
し
て

お
り
、
１
日
に
何
度
も
充
電

す
る
よ
う
な
使
用
方
法
を
続

け
た
場
合
、
バ
ッ
テ
リ
ー
が

陽
光
で
発
電
し
た
電
気
を
蓄

電
池
と
Ｂ
Ｅ
Ｖ
に
同
時
充
電

可
能
。
Ｖ
２
Ｈ
ス
タ
ン
ド
経

由
で
自
宅
に
電
気
を
供
給
で

き
、
蓄
電
池
に
加
え
、
Ｂ
Ｅ

Ｖ
か
ら
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

き
る
。

「
駆
動
用
と
し
て
定
置
用
バ

ッ
テ
リ
ー
を
供
給
す
る
だ
け
で

な
く
、
当
社
が
今
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
住
宅
用
蓄
電
シ
ス
テ

ム
も
融
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
今

Ｅ
Ｖ
軽
ト
ラ
ッ
ク

に
お
け
る
太
陽
光

急
激
に
劣
化
し
て

し
ま
う
。「
Ｈ
Ｙ
バ

ッ
テ
リ
ー
Ｌ
シ
リ

ー
ズ
」
は
、
電
池

材
料
や
構
造
の
最
適
化
な

ど
に
よ
り
、
15
年
繰
り
返

電
池
＝
Ｂ
Ｅ

Ｖ
軽
ト
ラ
ッ

ク
」
を
と
い

う
今
ま
で
に

な
い
コ
ン
セ

プ
ト
が
誕
生

し
た
。

エ
リ
ー
パ

ワ
ー
は
、
Ｂ

Ｅ
Ｖ
軽
ト
ラ

ッ
ク
の
駆
動

用
バ
ッ
テ
リ

ー
に
定
置
用

大
型
リ
チ
ウ

し
フ
ル
充
放
電
（
約
１
万

７
０
０
０
回
）
を
行
っ
て

も
電
池
容
量
保
持
率
70
㌫

と
い
う
長
寿
命
が
特
長
。

さ
ら
に
、
出
荷
台
数
累
計

10
万
５
０
０
０
台
を
超
え

る
全
て
の
蓄
電
池
に
お
い

て
、
電
池
起
因
事
故
ゼ
ロ

の
「
高
安
全
性
」
を
誇
る
。

Ｖ
２
Ｈ
蓄
電
シ
ス
テ
ム

「
Ｐ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ 

ｉ
Ｅ 

Ｃ

ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
」
は
、
太

ま
で
に
な
い
新

し
い
シ
ナ
ジ
ー

が
生
み
出
さ
れ

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」
と

代
表
取
締
役
社

長
兼
Ｃ
Ｏ
Ｏ
の

河
上
清
源
氏
は

コ
メ
ン
ト
し
た
。

食品メーカーのキユーピ
ー（東京都渋谷区）は、国
内の同社主要事業所10カ所
における使用電力を全量再
エネ由来に切り替える。
各地域の電力会社から再

エネ電力を購入する、実質
再エネ電力化する。2022年
には既にキユーピー神戸工
場でネットゼロ（電力・燃
料）を実現し、2024年には
キユーピータマゴ・三田工
場（兵庫県三田市）、2025

年には鳥栖キユーピー（佐
賀県鳥栖市）で電力の実質
再エネ100％への切り替え
を完了している。
今後この4月からは、キユ

ーピー五霞工場（茨城県五
霞町）、キユーピー中河原工
場（東京都府中市）などで
も順次切り替えていく。10
事業所で再エネ電力100%が
達成されると、CO2削減量
の合計は年間約2万トンに
なると見込まれている。

発
電
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ベ

ス
ト
利
用
の
方
法
を
探

る
。農

家
で
の
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
使
用
目
的
は
、
農

地
ま
で
の
移
動
手
段
が

メ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
が

多
い
。
Ｂ
Ｅ
Ｖ
を
Ｖ
２

Ｈ
蓄
電
シ
ス
テ
ム
と
連

携
す
る
こ
と
で
、
蓄
電


